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調査の背景と目的  

 

沖縄県八重山群島の石垣島と西表島の間には，我が国最大規模のサンゴ礁が発達する広

大な浅い海域，石西礁湖が形成されている。石西礁湖のサンゴ群集とその他の海洋生物と

の織りなす豊かな景観は，国内外から高い評価を得ており，1972年に西表国立公園区域

に指定されるとともに，1977年には同海域内に4つの海中公園地区が指定された。 

海中公園地区指定と前後して，石西礁湖内ではオニヒトデが大発生し，その後の駆除努

力も顕著な効果を上げず，1980年代半ばには同礁湖内のサンゴ群集は北部の一部海域を

除き，ほぼ全域が死滅した。このオニヒトデの異常発生は，餌となるサンゴ群集の消失に

よって1980年代後半に終息し，その後，礁湖内の各地でサンゴ類は徐々に再生してきて

いた。 

しかし，1998年の高海水温に伴う大規模な白化現象や陸域からの土砂の流入等の様々

な影響により，石西礁湖のサンゴ礁をはじめとする浅海域の生態系は現在も大きな脅威に

さらされている。 

このため，石西礁湖におけるサンゴ礁生態系の保全・再生手法について検討を行うため，

平成14～16年度に自然再生推進計画調査を実施し，自然再生推進マスタープランが2005

年に策定された。また，2006年には自然再生推進法に基づく石西礁湖自然再生協議会が

設立され，地域の多様な主体の参加を得て必要な取り組みを進めているところである。 

なお，マスタープランでは５つの方向に沿って自然再生への取り組みを進めることとし

ており，その一つに「持続可能な利用」を掲げているが，この実現のためには，それぞれ

の利用に対する基礎資料や利用の社会的背景の把握と各産業分野における権利関係者等

との連携を強化することが不可欠である。 
本調査は，主に「持続可能な漁業利用」と「持続可能な観光利用」の実現に向け，サ

ンゴ礁資源に関する重要な利害関係者である漁業者やダイビング事業者，観光業者及び

その消費者，利用者等の資源利用の変遷，現状や資源および環境についての考え方，他

の利用者との関係などについての知見を得ることを目的とする。前年度（平成 17 年度）

は漁業者とダイビング事業者を対象にした調査，漁獲統計や海洋保護区に関する調査を

実施した。平成 18 年度は，漁業者およびマリンレジャー業者から，その資源利用の変

遷と現状についての知見を得ることを目的に，意識調査等を実施した。 

 

調査方法  

 

第１章 マイボート所有者（遊漁者）等の調査 

 マイボート所有者，離島でサンゴ礁資源を利用している人々，釣具店関係者などを

対象に資源利用の実態に関する聞き取り調査を実施するとともに，乗船調査，船置き

場・船舶登録方法の調査，文献調査，漁獲統計調査を行った。 

 

第２章 漁業者及びダイビング業者フォローアップ調査等 

（1）平成 17 年度に聞き取り調査した漁業者・ダイビング事業者からランダムに 6 名を

選び，既に聴き取り調査によって得られた内容を確認するための聴き取り調査を実

施した。 
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（2）平成 17 年度に調査した石垣島の保護水面，座間味村，今帰仁村の海洋保護区（MPA）

について，その後の状況を関係者からの聴き取り調査により明らかにした。 

（3）白保地区で活動するマリンレジャー業者の協議会について，協議会の設立経緯と現

状について関係者から聴取した。 

（4）西表国立公園設立当時の爆弾漁の様子とその後の衰退の過程について，爆弾漁に従

事していた漁業者およびその取締担当者からの聞き取り調査，文献調査を実施した。 

 

 第３章 漁業の変遷と現状についての意識調査 

 石西礁湖における漁業の変遷と現状についての意識を調べるため，主に石垣島，一

部小浜島の 48 名の漁業者等から聞き取り調査を実施し，その結果を，八重山一帯の海

の地名，昔の石西礁湖，漁具と漁法の変遷，海の汚染に関する言説，漁獲の変化と魚

価，個人所有船と観光，禁漁と漁業制限という７つの側面から整理した。 

 

本報告書の執筆は，調査の背景と目的，調査方法，調査結果の第１章，第２章の２～

４は亜熱帯総合研究所の鹿熊信一郎，第２章の１は亜熱帯総合研究所の中谷誠治，第３

章は北九州市立大学の竹川大介が担当した。「持続可能な利用」に向けた具体的提案は 3

名で担当した。 
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調査結果 
 

第１章 マイボート所有者（遊漁者）等の調査  

 

 石垣市および竹富町には 500 隻以上のマイボート(遊漁船)が存在するが，その利用状況

に関する知見はほとんど存在しない。しかし，高度の機材，技術を備え，漁業組合員に比

肩するほどの漁獲高をあげているとの見方もあることから，これらの船舶の実態，利用者

の行動，資源や環境に対する態度，将来の管理体制に対する考えなどに関する知見を得る

ための調査を行った。また，石西礁湖内の離島における水産資源利用の実態調査，遊漁と

漁業でともに利用する魚種の漁獲統計の解析も実施した。なお，マイボート所有者につい

ては，組織化がされていないため，調査は信頼性の高い調査方法の検討を行いながら進め

た。 

 

１．小型船舶在籍船調査 

 2006 年 3 月 31 日現在では，石垣市と竹富町には 1,813 隻の小型船舶が在籍している。

これは沖縄県全体 11,442隻の約 15%を占める。表 1-1 に用途別，長さ別の在籍船数を示

した。このうちマイボートの主体をなすと考えられるプレジャーモーターボートは 626 隻

である。この数は，2005 年 12 月末時点の漁船法に基づく石垣市の登録漁船 470 隻，竹富

町 197 隻，合計 667 隻（沖縄県農林水産部水産課 2006）とほぼ同等の勢力である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1-1 石垣市と竹富町に在籍する小型船舶 

特殊小型船舶：水上オートバイ、機付サーフライダー等をいう。    

プレジャーモーターボート：レジャー用のモーターボートであり、この中に釣船も含

まれる。 

プレジャーヨット：機付帆船又は沿海区域を超えて航行する帆船をいう。   

漁船：12 海里を超えてもっぱら漁ろうに従事する小型船舶等をいう。   

小型兼用船：漁船以外の小型船舶のうち漁ろうにも従事する小型船舶をいう。 

遊漁船：業として遊漁を行う船舶をいう。      

その他：特殊小型船舶、プレジャーモーターボート、プレジャーヨット、漁船、小型

兼用船及び遊漁船以外の船舶であり､主なものとしては、客船、交通船、作業

船等である。 

市町村～用途別 特殊小型船舶 ﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ
ﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾖｯﾄ 漁船 小型兼用船 遊漁船 その他 合計

沖繩県石垣市 131 519 21 11 222 378 118 1,400

沖繩県竹富町 30 107 5 88 112 71 413

計 161 626 26 11 310 490 189 1,813

沖縄計 1,864 4,662 167 163 2,537 1,325 724 11,442

市町村～長さ別
（沖縄県） 3ｍ未満 3ｍ～5ｍ 5m～7m 7m～10m 10m～15m

15m～
20m 20m以上 合計

沖繩県石垣市 187 404 357 290 130 14 18 1,400

沖繩県竹富町 37 85 118 115 54 4 413

計 224 489 475 405 184 18 18 1,813

沖縄計 2,290 2,843 2,732 2,130 1,343 81 23 11,442
資料：小型船舶統計集CD版（日本小型船舶検査機構）平成18年3月31日現在
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 図 1-1 に石西礁湖とその周辺の港湾区域・漁港区域を示した。マイボートはこれらの区

域に多く置かれている。漁港は，石垣島に 4 つ，小浜島に 1 つ指定されている。 

 図 1-2 に 1995 年に石垣市が実施した石垣島におけるプレジャーボートの置き場と数の

調査結果を示した。石垣港の浜崎地区にはプレジャーボート専用のマリーナがあり，ここ

に 2006 年時点で水域・陸域あわせ 295 隻のプレジャーボートが置かれている。登野城漁

港や石垣漁港にもプレジャーボートが置かれているようだが，その数は明らかでない。 

 

 1995 年時点の調査では石垣島の海岸部には

243 隻が置かれており，これに 2006 年時点の

崎浜地区 295 隻を加えると 538 隻となる。この

数は 2006 年時点の石垣市におけるプレジャー

モーターボートの数 519 隻よりも多いが，これ

には，釣りを主に行うマイボート以外に，グラ

スボートやヨット，遊漁船業用の船も含まれて

いる。特に浜崎地区はダイビング船が多く置か

れている。現在，海岸沿いの船揚場だけでなく，

自宅の近くにマイボートを置くケースも相当数

あると考えられる。釣りに行くときは車で船台

ごと牽引し，港湾や漁港のスロープ等から海に

降ろすことになる。 

 日本は欧米と比べ，人口あたりのプレジャー

ボートの数は少ない(対米協 1999)。表 1-2 に，

2005 年国勢調査による石垣市，竹富町，その他

石垣島

西表島

竹富島

小浜島

黒島新城島

鳩間島

伊野田漁港

船越漁港

登野城漁港

石垣漁港細崎漁港 石垣港

竹富東港

黒島港

上地港

仲間港

小浜港

図 1-2 石垣島プレジャーボート位置 
1995年 9月石垣市の調査 

図 1-1 石西礁湖と周辺の港湾区域と漁港区域 

石垣島

伊野田漁港

船越漁港

登野城漁港

石垣漁港石垣港

1
1
2
2
4

4 1

6

13
11

4

4

2

48

13
8

4216
75
1

11

浜崎地区
(295)

23
54
154

3 4

1
13
8
2

1995年9月調査
合計243隻
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の地域の人口，プレジャーモーターボート数，その比率を示した。 

 石垣市では人口 87 人に 1 隻の割合でマイボートの主体をなすプレジャーモーターボー

トがあることになる。竹富町は 39 人に 1 隻で，石垣市とともに那覇市の 793 人，沖縄県

292 人，全国 522 人と比べてはるかに少ない人数に 1 隻の割合でマイボートが存在してい

る。逆に言えば，それだけマイボートの数が多いことになり，八重山では，漁業者以外に

も多くの人達が周辺海域で釣りを行っていることを示している。 

 

２．乗船調査 

1）第 1 回乗船調査（観光漁業） 

 2006 年 10 月 12 日，観光漁業として遊漁案内を

行う漁業者Ａの漁船に乗船し，グルクン釣を参与観

察した。漁業者Ａは，パヤオにおけるマグロ釣の案

内を観光漁業の柱としており，グルクン釣は年に 10

日程度である。漁船搭載の GPS に記録された西表

島北部のグルクン釣漁場と聞き取りした黒島西部の

漁場の位置を図 2-1 に示した。 

 パヤオは石西礁湖のずっと沖合に設置されている。

また，大型のカンパチ等をターゲットとするジグ（重

いルアー）釣の漁場はマチ類の漁場と同様で，これ

も石西礁湖のずっと沖合に位置する。 

 10 月 12 日は北東～北北東の風がやや強く，石垣島気象台の観測では平均風速 5.0m，最

大風速は北東 9.0m，最大瞬間風速は北北東 14.4m だった。波もやや高く，筆者には遊漁

としては限界の海況に思われたが，漁業者Ａは「この程度なら遊漁案内を行う」と言って

いた。 

 表 2-1 に石垣島気象台で観測された 2006 年 6 月～10 月，2006 年 12 月～2007 年 2 月

の平均風速を示した。遊漁に行ける限界と考えられる平均風速 6m 以上の日数は，6 月～

10 月では，それぞれ 4，13，2，4，8 日だった。12 月～2 月では 17，8，8 日だった。 

 西表島北東の漁場まで 1 時間 10 分かかった。船速は携帯 GPS で計測した結果，約

20km/h だった。その後，カラー魚群探知機（魚探）で丹念に魚群と海底地形を探るのに

23 分かかった。マイボートでも，GPS と魚探があればグルクン漁場は簡単に探索できる

とのことである。 

この船の GPS は 60 万円，魚探は 90 万円だった。インターネットでは，マイボート用

GPS，魚探ともに 20 万円程度で販売されている。筆者らが使用するガーミン社の携帯

GPS・Geko201 は 2 万円以下で，位置の誤差は 5～8m，位置の記録もとれる。沖縄の釣

雑誌（釣王国 64 号）には，個人売買用の中古マイボート情報が掲載されており，価格は

石垣島西表島

竹富島

小浜島

黒島新城島

鳩間島
：グルクン漁場

図 2-1 グルクン釣漁場の位置 

石垣市 竹富町 那覇市 沖縄県 鹿児島県 東京都 全国
プレジャーモーターボート数 519 107 394 4,662 8,446 4,476 244,951

人口 45,145 4,190 312,308 1,360,830 1,753,144 12,570,904 127,756,815

比率（人口／ボート数） 87 39 793 292 208 2,809 522

表 1-2 人口とプレジャーモーターボート数の比率 
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30 万円～680 万円まで様々だった。120 万円以上

の船には GPS と魚探が装備されていた。 

釣具の仕掛けは，疑似針が 10 以上付いた「サ

ビキ」の上に撒き餌カゴを付けたものである。

錘は潮の速さに応じて 40～60 号を使う。撒き

餌は 5kgの冷凍オキアミのブロックを解凍して

使う。1 つ 650 円で，通常，1 人 1 日 1 ブロッ

クは必要である。現状では撒き餌は大量に使用

されており，サンゴ礁生態系への影響が懸念さ

れる。今後，実態の調査が必要と考えられる。

2004 年に，沖縄県漁業調整規則の遊漁の漁法制

限項目から，撒き餌の使用は削除された。実態

として遊漁による撒き餌の使用を禁止できる状

態ではなかったためである（鹿熊 2006b）。 

1 時間に 3 人で 25 尾のグルクンを釣獲した。

この釣果は，漁業者Ａによれば平均より悪いと

のことである。 

 

2）第 2 回乗船調査（マイボート） 

 2006 年 11 月 11 日に，遊漁者Ａが所有する

マイボートの乗船調査を実施した。小浜島西の

漁場をめざしたが，北風が強く，途中で引き返

して石垣島の南で島かげになる海域に移動した。このマイボートは 5 トン未満の漁船タイ

プ船である。当日の平均風速は 5.8m，最大風速は北北東 9.3m，最大瞬間風速は北北東

17.5mだった。ダイビング船も近くに集まっていて，狭いポイントに 8 隻が集中していた。  

 魚群を魚探で探し，アンカーを使い係留した。最初の漁場では「あたり」がなく漁場を

移動した。6 名が 3 時間でグルクン 46 尾，ヨナグニグルクンと呼ばれるササムロ 6 尾，

オジロバラハタ 3 尾，ニザダイの仲間 2 尾を釣獲した。バラハタは釣ったグルクンを生き

餌として釣獲した。 

 

3）第 3 回乗船調査（マイボート） 

 2007 年 2 月 19 日に，遊漁者Ｂが所有するマイボートの乗船

調査を実施した。Ｂ氏は魚釣りにも行くが，シャコガイ等の貝

類を捕るほうが好きだと言っていた。この日も，ヒメジャコ

（Tridacna crocea），マガキガイ（Strombus luhuanus）を短

時間，採捕した。これらの貝類は漁業権の対象であるが，沖縄

では村落地先の貝類資源をその村落の人々が利用してきた歴史

がある。慣習と漁業権制度の関係については離島調査

の節で考察する。 

 ヒメジャコは，沖縄県漁業調整規則で産卵期である

表 2-1 石垣島気象台の平均風速(m/s) 

資料：気象庁 HP・気象統計情報 

図 2-2 ヒメジャコ採捕用ハンマー 

日 6月 7月 8月 9月 10月 12月 1月 2月
1 6.9 4.4 5.3 2.4 4.3 5.7 5.9 6.0
2 6.4 4.7 4.9 3.5 5.4 7.7 4.6 6.0
3 3.6 4.9 3.0 3.4 6.7 6.3 5.4 3.3
4 3.2 5.2 1.8 3.7 7.8 8.2 6.2 4.6
5 5.3 4.5 2.7 2.5 8.0 6.9 4.3 4.5
6 5.6 3.1 3.8 2.1 6.7 6.1 5.9 4.7
7 4.2 4.9 4.0 2.7 5.1 4.1 6.1 5.4
8 7.6 10.3 9.6 3.5 4.6 3.9 4.9 5.0
9 4.2 8.5 5.5 5.3 4.2 5.5 4.1 4.4
10 3.0 7.5 6.9 6.3 4.1 6.1 4.8 5.2
11 4.4 6.0 5.0 5.2 4.9 6.2 5.5 5.1
12 3.7 11.6 5.0 3.4 5.0 6.0 3.6 4.6
13 4.3 16.6 3.4 3.1 4.1 4.6 5.7 8.3
14 4.8 16.4 2.2 4.9 3.8 6.2 6.8 7.4
15 5.5 9.1 2.9 12.0 3.6 5.0 6.4 5.4
16 6.3 6.8 2.8 23.9 3.8 7.2 5.8 6.9
17 5.5 4.3 4.5 6.7 3.4 8.5 3.6 7.2
18 5.3 3.0 4.8 2.6 4.5 5.1 5.6 5.1
19 3.1 3.0 4.0 2.9 4.4 6.5 5.8 5.8
20 4.5 4.2 3.4 3.0 3.8 7.4 5.1 6.4
21 3.8 4.3 3.7 4.2 3.4 8.4 5.3 3.7
22 3.8 4.0 3.7 3.9 2.8 7.6 5.4 4.4
23 3.7 3.9 4.6 3.5 3.6 5.8 6.5 5.3
24 4.3 7.8 3.1 3.8 5.4 5.0 7.4 4.6
25 4.7 9.3 2.6 4.8 4.3 5.6 4.3 7.0
26 5.2 9.1 - 3.3 5.0 3.7 4.4 5.2
27 5.5 6.9 5.0 2.8 5.6 4.6 7.7 3.8
28 4.4 4.3 4.4 5.0 6.1 5.2 7.6 5.3
29 5.3 3.9 - 5.1 7.7 7.0 5.0
30 5.1 5.6 - 3.8 7.8 5.7 3.8
31 4.5 3.8 6.0 6.4 3.9
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6 月～8 月，十分な産卵ができないサイズである殻長 8cm 以下の採捕が禁止されている。

この規則に違反すると，漁業者・一般住民を問わず海上保安庁や警察による検挙の対象と

なる。Ｂ氏もこの規則の存在を知っていた。 

 ヒメジャコを捕るには，一端の先が尖った特殊なハンマー（図 2-2）を用い，ヒメジャ

コが穿孔する岩の周囲を割ってからひっかき出す。このため，採捕後は岩にそのヒメジャ

コのサイズより大きい穴が空く。漁業者も普通は同様のハンマーを用いる。ややきつい作

業であるが，Ｂ氏は通常，素潜りで採捕する。この日はやり方を見せてもらっただけなの

で，2 個体のみ採捕した。遊漁によるヒメジャコの採捕量がどの程度なのかは不明である。

八重山漁協市場におけるヒメジャコの取扱量は現在とても少なく（年間 1t 以下），シャコ

ガイ類の水揚げは養殖によるヒレジャコ（T. squamosa）が主体である。 

 マガキガイは，冬季（12 月～2 月）に産卵のため浅海域に集まる生態をもち，この時期

が漁獲の盛期となる。八重山漁協市場ではマガキガイはほとんど扱われていない。海底の

マガキガイを見つけるのは素人には難しいが，Ｃ氏は，素潜りにより，1 時間で網袋いっ

ぱい（10kg 以上）採捕していた。恩納村漁協は 1980 年代にマガキガイの資源管理を実施

したことがある。漁場制限と 1 日の漁獲量制限を管理ツールとした。しかし，マガキガイ

は自然加入量の変動が大きいようで，漁獲のコントロールによる資源管理は難しい（鹿熊  

2006b）。 

 

３．聞き取り調査 

 平成 18 年度は，マイボート所有者Ａ～Ｌ12 人から聞き取りを実施した。このうち 7 人

が公務員で 5 人が民間人だった。項目は，マイボートの所在地，隻数，大きさ，登録状態，

年間の遊漁回数，漁場，対象魚，漁法，漁獲量，魚の処理，資源の状況などである。これ

以外に，釣具店関係者 4 人，漁業者 5 人，その他遊漁に関する知見を有する関係者 6 人か

らも聞き取りを実施した。 

 

1）マイボートの大きさと置き場 

 マイボートの置き場は，自宅の近くが最も多く 5 人だった。次いで浜崎地区 3 人，漁港

3 人，港湾 1 人の順だった。全て陸上の船台に船を置いている。自宅の近くに置いている

人達は，港湾や漁港などスロープがある場所に車でボートを運び，そこから海に出す。港

湾区域の陸上に置いている人も，車で浜崎地区にボートを運んでいた。 

 マイボートの大きさは，長さ 4.2～6.5m，漁船タイプのものは総トン数 2 トンや 5 トン

未満と大きなものだった。搭乗人数は，確認できたものは 3 人から 7 人だった。エンジン

は，小型の船はガソリンを燃油とする船外機であり，より大型の船は船内外機や船内機で

ディーゼルを燃油とするものもあった。中古で購入した人が多く，価格は 60 万円～350

万円だった。 

 

2）漁場と出漁回数 

 漁場は石垣島の南，北，名蔵湾内外，小浜島周辺と様々だった。石垣島の北海域に行く

人達は，島の北側でスロープがある場所に車でボートを運ぶ。遊漁のシーズンである 4 月

～10 月に主に出漁する人がほとんどだったが，ある人は周年出漁し，北風の強くなる冬場
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は島かげになる石垣島南の海域に出漁するとのことだった。この人は，夏場にはやや深場

のハナフエダイやレンコダイをねらって小浜島北東海域まで行くこともある。 

 釣りに行くときは 1 人で海に出る人もいたが，多くは 2-3 人同乗する。年間の出漁日数

は様々で，前年は 1 回しか釣りに行かなかった人もいたが，年 10 回程度という人が多か

った。最も多い人は，月平均 3 回，年に 36 回は釣りに行くと答えた。 

 

3）対象漁業と漁法 

 グルクン釣を主に行う人が最も多く 7 人だった。そのうちのほとんどの人は，釣ったグ

ルクンを生き餌にしてアカジンやバラハタ釣も行っている。撒き餌に集まったグルクンを

ねらってアカジン等も集まってくるらしい。次は，クチナギ等のフエフキダイ類やヒメフ

エダイ等を，産卵集群する時期に釣る人が多かった。これらの魚種の主産卵期は 4-5 月で

ある。その後，グルクン釣に移行する人が大部分である。カツオやソーダガツオを対象に，

リーフの外で曳縄を行う人もいる。これ以外にでてきた対象種は，ハマフエフキ，サヨリ，

カンモンハタ，ナミハタ，シロダイ，ガーラ（ヒラアジ類），シロクラベラ，シロイカ，シ

ャコガイ，タコ等である。シロクラベラ（Choerodon schoenleinii 方名マクブ）は，アカ

ジンとともに，今後，八重山漁協が資源管理に取り組んでいく最重要種の一つである。 

 遊漁の漁法は，グルクンはサビキ釣，クチナギやヒメフエダイは「フカセ釣」と呼ばれ

る軽い錘を使った竿釣りが中心であり，餌は冷凍サンマの切り身を使う。ハタ類は通常の

竿釣が多いが，カンモンハタはルアー釣でも漁獲される。石西礁湖内の大型のガーラもル

アー釣の対象となっている。シロイカは，夜間にマイボートで餌木をゆっくり曳いて釣る

方法の他，陸からも餌木を投げて釣る人も多い。 

 遊漁による漁獲量は，例えばグルクンなら悪いときで 1 人 1 日十数尾，良いときで 100

尾以上とのことであり，出漁日数にも大きな幅があったので，定量的な評価をするのが困

難だった。漁獲統計調査の節で定量的な考察を行う。 

 遊漁で釣った魚の処理は，家族・親戚・近所で分けると言う人がほとんどだった。他の

人に分ける場合でも，魚を「さばく」（内蔵や鱗をとる）作業が必要である。このため，大

漁してもさばく作業がたいへんであるという意見が多かった。遊漁者のなかには，さしみ

屋，冷凍業者などに釣った魚を売る人もいるとのことだった。 

 

4）リゾートホテルの遊漁サービス 

 小浜島のリゾートホテルは遊漁案内サービスを実施している。ホテルのチラシによると，

船釣ライトタックル（フエフキダイ類が対象）が 1 名 3 時間 7,350 円，船釣ビックフィッ

シング（大型のアジ類やハタ類が対象）が 1 隻チャーターして 105,000 円，ルアーフィッ

シング（様々なサンゴ礁魚類が対象）が 1 隻チャーターして 84,000円となっている。 

 このホテルは遊漁サービス用に 8～30 名乗りの船を 6 隻準備している。前年度の実績で

は，4～11 月は月平均 40 回，12～3 月は月平均 10 回の利用実績とのことである。 

 

5）釣具店関係者の見解 

 石垣市街にある大型の釣具店 3 店で，石西礁湖における遊漁の実態について聞き取りを

行った。以下に店主などの見解を示す。 
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 「浜崎地区には比較的大きなマイボートが置かれている。これらのボートは船内外機の

エンジンで喫水が深いものが多く，リーフの内側にはあまり入っていかない。石西礁湖の

浅海域を利用するのは，より小型の船外機船（50 馬力以下）が多いだろう」。 

 「近年，釣客は減ってきており，釣具店から船をチャーターすることは少なくなった。

特に観光客はダイビングにシフトしてきている。魚が減っているのも原因の一つだろう。

海の透明度も昔と比べて悪くなっている。名蔵湾でグルクンが釣れなくなり，お客を連れ

て行けなくなったのが痛い。カンモンハタも減ってきている。シロイカも減っているが，

定置網についた卵を捨てているのが原因ではないか」。 

 

6）資源状態の認識 

 全般に魚は減ってきているという意見が多かった。特に，アカジン，シロイカ，カンモ

ンハタ，タコ，アイゴ類，ガーラ，ナミハタ等は，具体的に魚種名をあげ資源の減少傾向

が指摘された。しかし，「グルクンの資源量は変化していない，シロクラベラが増えた，カ

ンモンハタの資源量は変化していない」等，第 6 節の漁獲統計の解析結果とは異なる見解

もみられた。 

 

４．離島調査 

石西礁湖内あるいはこれに面する竹富島，黒島，小浜島，西表島東部では，漁協の組合

員ではなくとも，半農半漁あるいは観光業に携わる生活で石西礁湖の資源を利用している

人達が多数存在し，自然再生事業の重要なステークホルダーとなっている。 

2007 年時点の八重山漁協の組合員数は，竹富島は 0，黒島は正組合員 2 と准組合員 2，

小浜島は西部の細崎を主体に正組合員 15，西表島東部は正組合員 6 となっている。しかし

「黒島の人は全員海人のようなものである」（黒島研究所 2004）と言われるように，石

西礁湖の離島に住む人々はサンゴ礁の資源をよく利用している。 

シャコガイ，サザエ，タコ，アーサ等の定着性資源は，第 1 種共同漁業権の対象種とな

っているため，漁協の組合員に採捕の権利がある。しかし，沖縄では村落地先の礁池内資

源をその村落の人々が利用してきた歴史があり，慣習と漁業権制度の関係が複雑になって

いる（上田 1991; 1996; 2006a; 2006b）1。上田（2006a）は，沖縄には「海はみんなのも

の」という共同体意識が県全体に存在すると指摘する。そして，本土では新漁業法の制定

にともない旧漁業権が精算されたのに対し，沖縄では権利関係の清算ができなかったこと

から「漁業者が漁業権に基づいて利用する海と，地元住民が地域の海を慣行使用する住民

の海の 2 つが同時に存在する曖昧さが生じている」としている。 

離島の人々による石西礁湖のサンゴ礁資源の利用については，マイナーサブシステンス

という概念が重要である。マイナーサブシステンス（松井 1998; 2004a; 2004b）とは「も

っぱら楽しみのために行われるものであるが，まったく経済的意味がないわけではなく，

                                                 
1 サンゴ礁資源を漁業とダイビングで利用する際の権利関係も複雑である。宮古地域のよ
うに漁業者とダイビング事業者が対立し紛争がおこる（上田 2006b）ことがないように，
両者の調整を図っていかなければならない。前報（鹿熊 2006a）で報告したように，座間
味村では漁業者とダイビング事業者が連携して，サンゴ礁を保全するための海洋保護区を
設定している。 
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この一点で，かろうじてサブシステンス（自給的生業）の枠内にとどまるものである」。そ

して，「経済的意味よりも，はるかに大きな社会的意味をもつ。マイナーサブシステンスの

上手，名人は，その地方である種の威信を手にすることができる」。今後の石西礁湖の自然

再生を考える上では，サンゴ礁資源を漁業という生業で利用する人々だけでなく，マイナ

ーサブシステンスとして利用している人々の意見も取り入れて検討していく必要があるだ

ろう。 

 

1）黒島 

 黒島ではカツオ漁や採貝，追い込み漁が一時期は盛んだったが，現在は振るわない（黒

島研究所 2006）。民宿で客に出す魚も石垣島から搬入している。天然のアーサ 2の採取は

現在でも盛んである。方言でアーサと呼ばれる緑藻は，アオサではなくヒトエグサ

（Monostroma spp.）である。黒島のアーサは品質・色が良いことで有名で，石垣空港で

乾燥されたものがお土産として売られていた。ビニール袋込みで 12g，315 円だった。那

覇で，生活協同組合を通して購入した鹿児島県産のヒトエグサは 18g（中身は 15g）100

円だったので，黒島産のものはかなり高価で販売されている。 

 黒島南岸で，干潮時にアーサを採取している住民 3 名から聞き取りを行った。以下，そ

の結果を示す。「黒島では年配の女性達を中心に 20～30 人がアーサを採っている。石垣島

から採りに来る人もいる。アーサが採れる季節は例年だと 12 月～2 月だが，今年は 1 カ月

以上遅い。また，成長も悪く，短くてたくさんは採れない。暖冬の影響だと思う」。 

 タイドプールにアーサが大量に浮いていたが，これは「おちた」（切れた）アーサで「味

が悪く通常は採らない。これを採って佃煮の原料にしている人もいる。例年だと，アーサ

はおちた後，また伸びてくる。たくさんの人がアーサを採っているが，収穫しているアー

サの量は全体の 1/10程度だろう」。 

 ある年配の女性は「前日，1 日で直径 40cm の篭 2 つに山盛りのアーサを採った。最干

潮の前後，計 4-5 時間採取する」と語った。腰を曲げての肉体的に厳しい作業である。こ

の女性は「平日は仕事があるので休日だけアーサを採っている。採ったアーサを干して親

戚に配っている。販売している人も多く，乾燥させたものを石垣の業者に売っている」。乾

燥前の水切りの状態にもよるが，乾燥によりアーサの重量は 1/10～1/20になる。 

 黒島は牛の放牧が盛んであり，これを起源とする栄養塩の流入がアーサの成長に関係し

ていそうだが，ある年配の男性は「牧畜が始まる前から黒島ではアーサがよく採れた」と

言っていた。この人は「30 年前は島の周辺でヒメジャコやシラヒゲウニがたくさん採れた

が，今は全然いなくなってしまった」と語った。 

 黒島のアーサ採りは，一部に生業としている人もいるが，多くの人にとってマイナーサ

ブシステンスであると考えられる。石西礁湖の自然再生を進める上で，この人達の意見も

尊重するべきだろう。 

 

2）竹富島 

                                                 
2 八重山漁協では，次の漁業権一斉切替の際，アーサ養殖の漁業権を石垣島南海域に申請
する予定である。 
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 竹富島には漁協の組合員はいないが，住民はサンゴ礁の資源を利用している。ある民宿

の 81 才の男性から聞き取りを行った。以下にその結果を示す。「素潜りによりヤスで魚を

突いたり，貝，ウニ，タコ，イカを捕ったりしていた。干潮時には小型の追込網も行った。

竹富島には昔から専業の漁業者はおらず，半農半漁の生活だった。今は観光産業が主体と

なっている」。 

 「昔は魚が多かった。ヒメジャコ，サザエ，シラヒゲウニ，タコもずいぶん減ってしま

った。昔は西側の浜で，干潮時に 1 時間半でシラヒゲウニの身だけを 1 升も採ることがで

きた。シャコガイではヒレジャコも減った。シャゴウは今でも採ることができる。コブシ

メも，昔は夜，松明を使ってよく捕ったが，今は減ってしまった。シロイカも減っている。

原因は，石垣から来た漁業者が捕りすぎたことと，汚染も影響しているのではないかと思

う。ある時，家の壁に使うため，西側の礁池からサンゴの岩をたくさん採ってきて，石灰

を作った人がいたが，その後，魚が急に減ったのを記憶している。昔は，サンゴは島の北

側に多くとても綺麗だった。オニヒトデの食害でほとんど死んでしまったが，回復は速く，

5-6 年で元に戻った」。 

 この男性は「終戦後，日本軍が投棄したと考えられる手榴弾を使い，爆弾漁を行ってい

た。数百の手榴弾が箱に入れられた状態で島に流れ着いた。1 日に 10 個程度を岸から魚の

群れに向かって投げ，浮いた魚を捕っていた。捕った魚は島の住民に分配した」。 

 「大潮の干潮時に，穴に潜むアナダコ（方名ウムズナー，ンンスー）を，クロツグの葉

に縛ったヤドカリを餌として穴に突っ込んで捕ることは今もやっている。このタコは，大

きなタカラガイをロープに縛って投げ，これを追いかけてくるタコを手で捕まえる方法で

も捕れる」。典型的なマイナーサブシステ

ンスである。 

 図 4-1 に八重山漁協のワモンダコ（沖

縄でシマダコと呼ばれるサンゴ礁海域の

タコ）の 1989～2005 年における漁獲量

の推移を示した。1999 年以降，漁獲量は

減少傾向にある。石西礁湖におけるシラ

ヒゲウニは，現在，極端に資源水準が低

下している。前報（鹿熊 2006a）で報告

したように，今帰仁漁協ではシラヒゲウ

ニの資源管理に成功していると評価でき

る。今後，石西礁湖でも今帰仁の取組を参

考に，シラヒゲウニ資源も管理していく必

要があるだろう。 

 

3）小浜島 

 小浜島では西部の細崎に漁村集落があり，漁協の正組合員 15 人が暮らしている。細崎

で漁業者 2 人から聞き取りを行った。その結果を以下に示す。 

 1 人の漁業者は「モズク・シャコガイ養殖を主体に刺網や定置網も行っている。最近，

漁港に隣接する自宅の敷地内にコンクリートタンクを自分で作った。ハタ類の養殖を行う

図 4-1 ワモンダコの漁獲量の推移 

データは沖縄県水産海洋センターの

太田格氏が集計 
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計画である。海水は漁港内からポンプで汲み上げる。海水に赤土が混ざるので，独自の濾

過漕も自分で作った」。 

 「細崎にはモズク養殖のグループが 8 つあり，自分は 4 人のグループで養殖を行ってい

る。モズク養殖を始めて 7-8 年になる。最近，収穫用の 2 トンの中古漁船を購入した。島

周辺の魚は減ってきている。最近は，3 日漁を行わないと，市場に出す 30 リットルのクー

ラーボックスいっぱいの魚が獲れない。原因は獲り過ぎだろう。赤土汚染も激しい。昔，

土地改良した場所から，雨の日に赤土が流れ出す」。 

 聞き取りをした別の漁業者は「定置網漁に従事している。魚は減っており，原因は電灯

潜り，刺網，定置網で魚を獲りすぎたからだ」と言っていた。 

 

4）西表島東部 

 西表島東部の大原で，観光産業に従事する男性から聞き取りを行った。マイボート所有

者である。「弟は漁協の組合員で刺網を行っている。遊漁に使う船は大きく，普段はトロー

リングを行う。天気がよければ出漁するので，年間，100 日以上出ているはずである。カ

ツオ，カマスサワラ，シイラ等を釣る。カジキも狙うことがあり，与那国島のカジキ釣り

大会に毎年参加している」。 

 「観光客を乗せて釣をさせることもある。数は少なく，年間 10～20 人程度である。シ

ュノーケリングをさせている合間に 1 時間程度釣を行い，キツネウオやクチナギを釣る。

釣った魚はその場で調理し，自分達で食べる分以上は放流する。大原や大富地区では，マ

イボートは自家用車と同じような感覚で使われている。住民は余暇を使い，グルクン，ク

チナギ，シロイカ等を釣っている」。 

 

5）シロイカ釣 

 石垣島にはシロイカ釣を競技として行う組織「海月会」がある。海月会のメンバー2 人

から聞き取りを行った。うち 1 人は漁協の組合員でもある。120 年以上の歴史があり，現

在のメンバーは 25 名である（年会費 1 万円）。数年前は 50 名だった。8 月～12 月にトー

ナメント制の 5 回の競技を行う。11 隻のマイボートに 2 人ずつ乗り込み，17:00 から翌朝

8:00 までの間に何個体シロイカを釣ったかで競う。漁場は石西礁湖である。様々なルール

を定めた規約があり，メンバーはこれに従わなければならない。 

 最大の特徴は，5 種類の木を削って作る餌木で競う点にある。木の種類や個々の木によ

ってシロイカの釣れ具合に大きな差が出るらしい。切り出した枝にはそれぞれ名前をつけ，

よい枝を区別できるようにしておく。餌木は電気コンロで炙って黒くするが，それ以外の

着色は認められない。この炙り方で釣れ具合に差がでることはないという。月の角度によ

って餌木を変える。このため，メンバーは 1 人で餌木を数十もっている。海月会のシロイ

カ釣も典型的なマイナーサブシステンスである。 

 「昔は 1 晩で 1 人 30～40 シロイカを釣ったが，今は 4～10 しか釣れなくなった。原因

は様々だろうが，定置網で小型のシロイカを獲りすぎているのが主因ではないか」と言っ

ていた3。図 4-2 に八重山漁協のシロイカ（アオリイカ）の漁獲量推移を示した。1994 年

                                                 
3漁業者のメンバーは，普段はアカジン曳を行っている。昔は午前中だけでアカジンが 40kg
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以降，シロイカの漁獲量は減少傾向にあ

る。 

 シロイカは，石垣港の岸壁からも釣れ

る。シーズンは 12 月～2 月の冬場が主で，

この時期，大型のシロイカが釣れる。石

垣港は石西礁湖に面しており，岸壁から

釣をする人も石西礁湖の資源の利用者と

いえる。 

岸壁でシロイカ釣をしている人の話を

聞いた。タイワンリールという八重山独

特のシロイカ釣の道具を使っていた。シ

ーズン中週末はほぼ毎日来ており，1 日 4～5 個体釣れるようだ。夜の方がよく釣れるらし

い。 

 石垣港の岸壁では，シロイカ以外にも様々な魚種が釣れる。大嶋（1999）では，石垣港

ではグルクマ，メアジ，サヨリ，ゴマアイゴ，ミナミクロダイ，ハマフエフキ，ガーラ，

コロダイ，ブダイ類，ニザダイ類，タマガシラ，クチナギ，グルクン，シロダイ，ホオア

カクウチビ，シロクラベラが釣れるとされている。しかし，聞き取りした遊漁者の１人は，

最近，港でアイゴ釣をしている人が極端に減ったと言っていた。 

 

6）漁業者の見解 

 数名の漁業者から，離島での水産資源利用や遊漁について見解を聞いた。その結果，「自

分の家や親戚で食べる分ぐらいを釣るのはかまわないが，売るのは困る」という意見が多

かった。ただし，アーサについては，組合員以外でも販売している実態があることを理解

していた。 

 

５．小型船舶登録と漁船登録 

 沖縄沿岸域で使用されている総トン数 20 トン未満の船舶の登録には，国土交通省およ

び日本小型船舶検査機構（JCI）が所管する「小型船舶登録」と，沖縄県農林水産部水産

課が所管する「漁船登録」の 2 種類があり，やや複雑な二重構造となっている。 

 平成 13 年度までは，船舶の総トン数 5 トンを境に漁船登録と小型船舶登録が分けられ

ていたが，平成 13 年 7 月 4 日に制定された「小型船舶の登録等に関する法律」（号外法律

第 102 号）により，漁船法に規定する漁船とそれ以外の船は明確に分けられることになっ

た（JCI n.d.）4。このため，小型船舶と漁船の両方の登録を受けていた漁船は，小型船舶

登録の抹消の手続きが必要となった。これを行わないと罰則がある。 

 漁船登録を行うと，いくつかメリットがある。まず，係船施設を含む漁港施設を無料で

利用できる。次に，沖縄県漁業調整規則に規定された遊漁の漁法制限が適用されなくなる。

                                                                                                                                                         
も釣れたが，今は 1 日に 1 尾しか釣れないこともある。 
4 漁船でも，JCIが実施する安全検査を受ける必要はある。この検査に合格すると，船体
に 296 ではじまる番号が付けられる。小型船舶登録の場合は「沖縄」というシールも付け
られる。漁船登録の場合は ON2 や ON3 ではじまる番号が登録番号となる。 
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図 4-2 シロイカの漁獲量の推移 

データは沖縄県水産海洋センターの

太田格氏が集計 
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つまり，別に知事の許可が必要なものもあるが，漁協の組合員でなくとも潜水器漁業や観

賞魚漁業などを行えることになる。さらに，他の保険より有利な漁船保険に加入すること

ができる。 

 このため，主とする職業が漁業でなくても，所有する船舶を漁船として登録する人は多

い。県水産課は，実態として漁業を行っていない者が漁船登録を行うことがないよう，基

準（内規）を定めている。その一つに，「漁船登録は漁業者（漁協組合員である必要はない）

だけが行うもので，年間，最低 60 日は漁業に従事する」という基準がある。水産業協同

組合法では，年間 90 日の漁業従事日数が漁協正組合員の資格条件となっているが，漁船

保険がおよそ 60 日を加入の条件としているため，この基準を準用している。 

 実際に 60 日漁業に従事したかを確認するのは困難なので，その日数に相当する水揚が

あったことを証明する「水揚証明書」を，最寄りの漁協から提出させている。新規に船舶

を購入したときは，この証明ができないため「新規漁船使用者事業計画書」に「新規漁船

使用者誓約書」を添付して申請者に提出させている。この誓約書には，漁船登録後 1 年以

内に相当日数以上操業を行った証明書（水揚仕切書等）を県に提出すること，提出ができ

ない場合は漁船登録を抹消されても異存がないことが明記されている。今後，水産課とし

ては，漁船登録の審査をより厳しくしていく方針のようである。 

 八重山の場合は離島が多いので，状況はより複雑である。第４節でみてきたように，八

重山の離島には，漁協の組合員でなくても半農半漁で石西礁湖の水産資源を利用している

人が多い。これらの人達が利用する小型の船舶は，多くが漁船登録を行っている。八重山

漁協のセリに漁獲物を出していない人も多いので，漁船登録の基準をどのように設定する

かは難しい課題である。 

 しかし，数名の漁業者から「ほとんどダイビング事業で使用している船舶が漁船登録さ

れている実態がある」という話を聞いた。たしかに，漁港や港湾区域を調査した際，あき

らかにダイビング船とみられる船に漁船登録の番号が付いているものを何隻も確認した。

八重山における漁船登録を所管する沖縄県八重山支庁も，今後，漁船登録の審査をより厳

しくしていく方針のようである。 
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６．漁獲統計調査 

6-1 八重山海域の重要資源の状況 

 マイボートを使用した遊漁による漁獲と漁業による漁獲で，競合が起こる可能性がある

魚種を中心に統計資料を解析するが，その前に八重山海域の重要資源の状況を示す。 

 熱帯亜熱帯で漁獲される魚類の種数は，温帯域と比較してはるかに多く，2005 年の八重

山漁協の市場調査では 178 種が確認され，実際には 200 種以上と推定された(太田ら 

2007a)。前報(鹿熊 2006a)で示したように，沖縄の代表的な漁獲統計には農林水産統計年

報(沖縄総合事務局)と沖縄県水産試験場漁獲統計(以後，水試統計)の 2 種があり，資源水準

を解析するには水試統計が適している。太田ら(2007a)は，水試統計から 1989-2005 年に

おける八重山海域の沿岸性魚類資源の資源状態を解析している。以下，この報告から石西

礁湖自然再生事業に特に関係するものを抜粋する。 

 全沿岸性魚類の漁獲量と CPUE の推移を

図 6-1 に示した。CPUE(努力量当たり漁獲量)

とは，漁獲量を漁業者数や漁具数などの漁獲

努力量で割った数値で，資源水準の指標とな

る。この場合の努力量は延べ水揚げ日数であ

る。漁獲量は 1991 年の約 630t をピークに

2005 年は約 300t で，この 15 年間に半減し

た。CPUE も減少傾向にある。CPUE の推移

は，漁獲量の推移よりも資源水準の動向をよ

り正確に示しているはずである。ただし，漁

業者は常に自分の漁獲能力を向上させようと

努力するので，漁具の改良，漁船・エンジン

の大型化，漁場・魚群探査装置の改良などにより，同じ水揚げ日数でも真の漁獲努力量は

増えていることが多い。つまり，実際の CPUE の推移はグラフの線よりもやや右下がりで

ある可能性があることを考慮する必要がある。 

  2005 年では，漁獲量上位 4 科であるフエフキダイ，ブダイ，ハタ，フエダイ科で全沿

岸性魚類の漁獲量 304tの 68%，全生産額の 76%を占めた。このうちハタ科が全生産額の

30%を占め最も経済価値の高いグループとなっている。 

 図 6-2 にこの 4 科の漁獲量と CPUE の推移を示した。4 科ともに CPUE は減少傾向に

あり，特にフエフキダイ科，ハタ科の CPUE は急激に下がっている。また，1999 年以降

の減少傾向が著しい。 

  

6-2 遊漁と漁業が競合する魚種 

a. グルクン(方名) 

 現在，マイボートを使う遊漁で最も多く漁獲されているのは，沖縄方言でグルクンと呼

ばれるタカサゴ科の魚類である。八重山漁協の市場では，タカサゴ科ではタカサゴ

(Pterocaesio digramma 5)・ニセタカサゴ(P. marri)，クマササハナムロ(P. tile)，ウメイロ

                                                 
5 魚類の学名は岡村・尼岡(1997)による。 

図 6-1 全沿岸性魚類の漁獲量と CPUE の推移

－：漁獲量(t 左軸) ○：CPUE(kg 右軸) 

横軸：1989-2005 年 太田(2007a)図 1 を改変
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モドキ(Caesio teres)，ササムロ(C. caerulaurea)の 5 種，4 分類が扱われている。図 6-3

にタカサゴ科の漁獲量と CPUE の推移を示した(出典は太田ら(2007a)。以後，ことわりが

ないかぎり図の出典は同じ)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 漁獲量は 1998 年に急減し，以後，低位で

推移している。これは，この年を境に主にグ

ルクンを漁獲する大型追込網(アギヤー)のグ

ループが解散したためである。 

今回の調査で，グルクン釣りを主とする 10

名以上のマイボート所有者から聞き取りを実

施したが，年間の出漁回数に大きな差があり，

600 隻以上あると考えられるマイボート全体

の漁獲量を定量的に把握するのは困難である。 

 そこで，乗船調査でのおよその漁獲量およ

び聞き取り結果と平均的な年間出漁回数から，

非常にラフな漁獲量を推計してみる。 

 グルクン 1 尾 200g とし，平均的な大きさのマイボートに 2 人乗り込み 1 人 50 尾釣ると

すると，1 日の漁獲量は 20kg となる。聞き取り結果では，年間出漁日数は，多い人は天

気が良ければシーズンの毎週末釣りに行くものの，少ない人は 1 回だった。そこで，シー

ズンの 6 月～10 月の 5 ヶ月間，1 カ月 4 回として，20 回を 2 で割って年間 10 回とする。

これに石垣市・竹富町のマイボート数推定値 600 を乗ずると推定漁獲量は 120t となる。

根拠の弱い仮定値が多いので，幅をもたせ遊魚の漁獲量を 60～240t 程度とすると，漁業
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図 6-2 フエフキダイ，ブダイ，ハタ，フエダイ科の漁獲量と CPUE の推移 

－：漁獲量(t 左軸) ○：CPUE(kg 右軸) 横軸：1989-2005 年 

太田(2007a)図 1 を改変。 
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図 6-3 タカサゴ科の漁獲量と CPUE の推移 

－：漁獲量(t 左軸) ○：CPUE(kg 右軸) 

横軸：1989-2005 年 太田(2007a)図 1 を改変
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による漁獲量がピ－クだった 1990年代初めの 180tに匹敵する漁獲量となる可能性もある。 

 八重山漁協観光漁業部会(n.d.)のパンフレットには，観光漁業として船釣り・トローリン

グを行う 14 隻が載っているが，乗船調査した漁業者Ａによれば，実働しているのは約 6

隻で，かつ，パヤオでの釣が主体でありグルクン釣は年間 10 日以内とのことだった。つ

まり，観光漁業によるグルクンの漁獲量はマイボートによる漁獲量推定値の誤差の範囲内

ということになる。 

 図 6-4 に農林水産統計年報

より 1973年～2005 年におけ

る沖縄県全体のタカサゴ類漁

獲量を示した。 1981 年に

1200t 以上あった漁獲量が

2005 年には 200t強に減少し

ている。漁獲量減少の主因は

労働力不足による大型追込網

の統数の減と考えられるが，

資源の状態も心配される。ま

た，八重山に大型追込網が存

在していた頃は，八重山での

漁獲量が県全体の漁獲量の

1/4～1/3程度を占めていたことがわかる。 

 1980 年代おわりに，沖縄における遊漁のグルクン漁獲量をアンケートで調査した結果，

漁獲量は漁業による漁獲量に匹敵する約 600t と推計された(沖縄県水産業改良普及センタ

ー大嶋洋行氏私信)。 

 結論として，マイボートによるグルクンの漁獲は，大型追込網の解散により，八重山の

漁業にとって現状では脅威となっているとは考えられない。但し，太田ら(2007a)では，

CPUEの推移からタカサゴ科の資源は減少傾向にあるとしている。 

 

b. クチナギ(方名) 

 八重山でクチナギと呼ばれている魚の漁獲

量のうち 9 割はイソフエフキ (Lethrinus 

atkinsoni)であり，一部ハナフエフキ (L. 

arnatus)も含まれる(太田・工藤 2007b)。八

重山でグルクンの次に遊漁によって多く獲ら

れているのはクチナギと考えられる。また，

図 6-5 に示した漁獲量と CPUEの推移からわ

かるように，資源水準は急激な減少傾向にあ

る。より詳細なコホート解析による資源量の

推定でも，イソフエフキの資源は減少傾向に

ある(海老沢 2005)。今後，漁業者と遊漁者が

連携して資源管理に取り組むべき第一の魚種と言える。 
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図 6-4 沖縄県のタカサゴ類漁獲量の推移 

資料：沖縄農林水産統計年報(沖縄総合事務局) 

図 6-5 クチナギの漁獲量と CPUE の推移 

－：漁獲量(t 左軸) ○：CPUE(kg 右軸) 

横軸：1989-2005 年 太田(2007a)図 3 を改変
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 八重山地域においてクチナギは重要資源であり，漁協での取扱量が単一種で最も多いも

のの１つである。クチナギは，潜水器，篭，釣り，刺網，追込網，定置網など様々な漁業

で漁獲されている。沖縄県は八重山海域のクチナギを対象に 1995-1997 年度に資源管理型

漁業総合推進対策事業に取り組んだ。

沖縄水試による綿密な資源調査と 8 回

に及ぶ漁業者検討会の結果，クチナギ

の主産卵期である 4-5 月に主産卵場 4

箇所を完全禁漁区(MPA)とする管理ツ

ールが採択された。 

 クチナギだけでなく全漁法・全魚種

禁漁としたのは，MPA 内で他の魚種を

獲っているかどうかを見分けるのが困

難なためである。 

 MPA の設定により CPUE の急激な減少傾向にやや歯止めをかけたものの，漁獲量削減

目標を達成できたわけではなく，資源水準も上がらなかった。原因の一つに，MPA の面積

が小さすぎた点が考えられる。沖縄水試の提言では，1 つの MPA は 2km 四方で 400ha だ

ったが，実際にはこれよりずっと小さかった(八重山漁協のイソフエフキ資源管理規程に記

載された位置から面積を調べたところ，水試提言の 1/10以下の面積だった)。 

 しかし，漁業者は自主管理のルールを守ったようだし，この活動を通して資源管理意識

は向上したと評価できる。大きな問題点は，資源管理計画の終了時点である 2002 年に，

漁業者の話し合いが十分もたれないまま MPA が中断されてしまったことである (鹿熊 

2006)。 

海老沢(1999)は，1997 年に八重山における遊漁のクチナギ漁獲量をアンケート等により

推計した。この結果，水試統計に載った 42t 以外に，水試統計に載らないクチナギの漁獲

量が全体の約 30%あると推計された。このうち，島内流通した漁業者の漁獲量を除くと，

全体の約 25%，水試統計漁獲量の約 33%が遊漁によるクチナギの漁獲量となる。 

 

c. ヒメフエダイ(Lutjanus gibbus 方名ミミ

ジャー) 

 ヒメフエダイもクチナギと同様に，3 月～6

月の産卵盛期に遊漁・漁業によって集中的に

漁獲される。漁場は産卵場となるリーフ外の

曽根やリーフの切れ目「クチ」の海域である。

図 6-7 に水試統計の漁獲量・CPUE の推移を

示した。 

 ヒメフエダイの価格は 2003 年に 1021

円／kg だったものが 2006 年には 1337 円

／kg に上昇している(太田格氏私信)。聞き

取り結果から判断して，遊漁によるヒメフエダイの漁獲比率はクチナギよりも低いと考え

られ，最大でも漁獲量は水試統計の漁獲量約 10tの 33%，3t程度だろう。 

：クチナギのMPA
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図 6-6 クチナギの MPA の位置 
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図 6-7 ヒメフエダイの漁獲量と CPUE の推移 

－：漁獲量(t 左軸) ○：CPUE(kg 右軸) 

横軸：1989-2005 年 太田(2007a)図 5 を改変 
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d. スジアラ(Plectropomus leopardusアカジン) 

スジアラ属の魚は，八重山で最も重要なハ

タ科のなかでも，漁獲量・漁獲金額ともに特

に重要である。スジアラ属にはコクハンアラ

(P. laevis クルバニ)，量は少ないがオオアオ

ノメアラ(P. areolatus ヤーラアカジン)もあ

るが，スジアラが 80%を占める(太田 2007b)。

1997 年以前は 3 種は全てアカジンとして市

場で扱われていたと考えられるため (太田  

2007a)，図 6-8 にスジアラ属 3 種の漁獲

量と CPUE の推移を示した。CPUE は減

少傾向にある。コホート解析でも 1998

年以降，資源量は明瞭な減少を示してい

る(海老沢 2005)。スジアラの資源は加入水準に左右されるものの，制限体長を 39cm(体重

0.9kg)に設定すると管理効果は絶大と判断された(海老沢 2005)。 

マイボート所有者からの聞き取りでは，1 回の釣で 1kg 程度のアカジン 1 尾が釣れれば

良いほうだとの意見が多く，遊漁による漁獲量はそれほど多くないと考えられる。しかし，

重要な魚種であり，漁業者が資源管理を行う際は遊漁者との連携が必要である。 

 

e. バラハタ(Variola loutiナガジューミーバイ) 

 グルクン釣の乗船調査の際，釣ったグルク

ンを生き餌としてアカジンをねらった結果，

オジロバラハタ(V. albimarginata)が釣れた。

バラハタ属も八重山漁協の市場では重要な魚

種であり，図 6-9 に漁獲量と CPUE の推移を

示した。CPUEは横ばいである。 

 ナガジューミーバイのうちバラハタが

75%を占める(太田 2007b)。遊漁によるバラ

ハタの漁獲量は，アカジンと同様，それほ

ど多くないと考えられる。 

バラハタは，熱帯独特の微細藻類を起源

とするシガテラ魚毒をもつことがある魚種

として有名だが，八重山では中毒の例はほとんどないためか，市場で取り扱われていた(体

表に黒い斑点があるものはシガテラ魚として扱わない)。オジロバラハタはシガテラをもつ

ことはないと考えられていたが，沖縄沿岸で漁獲された 32 尾の検体のうち 1 尾にシガテ

ラ毒性があった(大城ら 2007)。 

 

f. ナミハタ(Epinephelus ongusサッコーミーバイ，タコクェーミーバイ) 

 ナミハタは産卵集群することが知られ，産卵期(春～夏)に集中的に漁獲される。この時

期，遊漁による漁獲もある。図 6-10 に漁獲量と CPUE の推移を示した。ナミハタは，1998
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図 6-8 スジアラ属 3 種の漁獲量と CPUE の推移 

－：漁獲量(t 左軸) ○：CPUE(kg 右軸) 

横軸：1989-2005 年 太田(2007a)図 4 を改変
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図 6-9 バラハタ属の漁獲量と CPUE の推移 

－：漁獲量(t 左軸) ○：CPUE(kg 右軸) 

横軸：1989-2005 年 太田(2007a)図 4 を改変
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年以前は「その他のハタ類」として市場で扱われていた可能性が高い(太田 2007a)ので，

これを含めたナミハタ+のデータである。

CPUEは急激な減少傾向にある。 

 八重山漁協は，クチナギの資源管理を始め

る以前にナミハタの資源管理を実施した経験

をもつ。産卵期に産卵場での漁獲を禁止した。

しかし，複数の漁法の漁業者間で規制に対す

る同意を維持するのが困難だったため，この

資源管理は失敗に終わった。 

 聞き取り結果から判断して，遊漁によるナ

ミハタの漁獲比率はクチナギよりも低いと考

えられ，最大でも漁獲量は水試統計の漁獲量

約 20tの 33%，6t程度だろう。 

 

g. カンモンハタ(E. merraイシミーバイ) 

 カンモンハタは，礁池内にも生息する小型

のハタ類で，漁業とともに遊漁でも多く漁獲

される。ルアー釣のターゲットにもなってい

る。図 6-11 に漁獲量と CPUE の推移を示し

た。漁獲量・CPUE ともに急激に減少してい

る。遊漁による漁獲量は不明である。 

 

h. ロウニンアジ(Carax ignobilisガーラ) 

 ロウニンアジは大型のアジ類で，尾叉長

1.8mに達する(岡村・尼岡 1997)。大型のものは GT(Giant Trevally)と呼ばれ，石西礁湖

におけるルアー釣りの有名なターゲットとなっている (南山社 2007; http://www. 

fisherman.ne.jp/f_bl.htm)。市場で扱われているが，漁獲量は少なく CPUE の分析は難し

い。近年，遊漁による漁獲量は急減していると言われる((有)海游・吉田稔氏私信)。ルア

ーによって釣られた GT は，通常リリース(放流)されるが，アジ類は皮膚が弱く，人間の

手で触れたものはリリースしても生残する確

率は低いとのことである(沖縄県水産業改良普

及センター大嶋洋行氏私信)。 

 

i. シロダイ(Gymnocranius euanusシルイユ) 

 聞き取りしたマイボート所有者の数名がシル

イユ釣をすると言っていた。シルイユは，リー

フ外のパッチリーフ間で流し釣(シーアンカー

で流されながらの釣)で釣る。八重山漁協の市

場では，シルイユに分類されたもののうち

57%がシロダイ， 23%がサザナミダイ (G. 
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図 6-10 ナミハタの漁獲量と CPUE の推移 

－：漁獲量(t 左軸) ○：CPUE(kg 右軸) 

横軸：1989-2005 年 太田(2007a)図 4 を改変
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図 6-11 カンモンハタの漁獲量と CPUE の推移 

－：漁獲量(t 左軸) ○：CPUE(kg 右軸) 

横軸：1989-2005 年 太田(2007a)図 4 を改変 
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図 6-12 メイチダイ属の漁獲量と CPUE の推移 

－：漁獲量(t 左軸) ○：CPUE(kg 右軸) 

横軸：1989-2005 年 太田(2007a)図 3 を改変 
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robinsoni)，12%がタマメイチ(G. sp.)だった(太田 2007b)。図 6-12 にメイチダイ属(シル

イユ)の漁獲量と CPUE の推移を示した。CPUE は横ばいである。遊漁による漁獲量は不

明である。 

 

j. カンムリブダイ (Bolbometopon muricatum

クジラブッタイ) 

 カンムリブダイはブダイ科のなかでは最大級

で，尾叉長 1.2m に達する(岡村・尼岡 1997)。

遊漁による漁獲はほとんどないが，石西礁湖自

然再生マスタープランでは，未来の石西礁湖の

イメージとして「クジラブッタイが群れ泳ぎ

---」とあるように，大型のカンムリブダイ

がサンゴ礁の海を群れる姿は豊かな自然の

象徴である。図 6-13 に漁獲量と CPUE の

推移を示した。CPUEは増加傾向にあるが，

漁業者からの聞き取りでは昔と比較して資源は相当減っているとのことであり，低い水準

で変動しているか，流通形態の変化にともない漁獲量が適切につかめていない可能性があ

る(太田 2007a)。 

 

f. コブシメ，サザエ 

 1998 年の大規模白化によってサンゴ礁漁場が劣化し，その影響が漁獲統計にも表れてき

ている可能性がある。重要 4 科の CPUE は 1999 年以降の減少傾向が著しい。しかし，こ

の減少は漁獲過剰が主因である可能性もあり，統計からサンゴ白化の影響を読みとるのは

難しい。図 6-14 に八重山のコブシ

メの漁獲量と農林統計から抽出し

た県全体のサザエの漁獲量を示し

た(サザエの漁獲量は水試統計に

正しく反映されないため)。 

 産卵基質としてユビエダハマサ

ンゴ等枝状サンゴを利用するコブ

シメ(Sepia latimanus クブシミ)

の漁獲量は，1999 年以降急激に減

少しており，これはサンゴの大規

模白化と関係しているかもしれな

い。 

 県全体のチョウセンサザエ(Turbo argyrostomus)の漁獲量は 1998 年以降増加した。こ

の増加は，死んだサンゴを被う海藻を餌料とするサザエが増えたためと考えられないこと

もない。しかし，2002 年以降，漁獲量は減少した。この要因は漁獲過剰や自然加入量の変

動の可能性があり，簡単には説明できない。 
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図 6-13 カンムリブダイの漁獲量と CPUE の推移 

－：漁獲量(t 左軸) ○：CPUE(kg 右軸) 

横軸：1989-2005 年 太田(2007a)図 3 を改変 

図 6-14 八重山のコブシメと県全体のサザエの漁獲量 
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